












































































































































































高等部 2年生時には， 11月までは 1年生時と同様に授業内でのかかわりに関する記述が中心であった
が， 12月以降，自由時間でのかかわりに関する記述が中心となった.具体的な内容は次の通りであった.
4月は，授業内でのかかわりが 1件であった.5月には，授業内でのかかわりと休み時間等でのかかわり

























1件あった.6月は記述が見られなかった. 7月は，学校外でのかかわりに関する記述が 1件あった. 8 
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